
４ 嶺北地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

嶺北地域は四国の真ん中、高知県の北部にあり、美しい山・川などの豊かな自然と冷涼

な気候を生かし、古くから基幹産業である農林業を中心に発展してきましたが、年々人口

が減少し、令和２年の国勢調査における当地域の人口は10,632人と、ピークであった昭和

30年（44,709人）と比較して７割以上も減少しています。

嶺北地域の令和３年度の市町村内総生産（名目）は、41,933 百万円であり、平成 27 年

度と比較すると約 3.1％増加しています。なお、令和３年度の県内総生産（名目）に占め

る割合は約 1.8％です。

産業別（令和３年度）では、農林水産業、電気・ガス・水道・廃棄物処理業、建設業な

どの割合が、県全体と比較して高いことが特色に挙げられます。
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R3(国)

農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

※特化係数:嶺北地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、

高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比

特化係数※ H27 R3 特化係数※ H27 R3
農業 2.51 2.39 宿泊・飲食 0.53 0.50 
林業 9.10 9.53 情報通信業 0.02 0.05 
水産業 0.08 0.12 金融・保険業 0.49 0.46 
鉱業 0.57 0.53 不動産業 0.58 0.53 
製造業 0.87 0.92 専門 0.38 0.36 
電・ガ・水・廃 3.31 2.64 公務 1.58 1.36 
建設業 2.20 2.23 教育 0.81 0.79 
卸売・小売業 0.41 0.44 保健衛生 0.99 0.94 
運輸・郵便業 1.07 1.23 その他サービス 0.80 0.77 

高知県を比較対象
とした場合

嶺北
高知県を比較対象

とした場合
嶺北

産業構造の特徴

出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）



農業分野

豊かな自然のもと、夏秋期の冷涼な気候を生かした雨よけ野菜、気温の日較差を生かし

た水稲、ユズ、花きなどの生産が中心となっています。

生産者の高齢化、農業経営体や耕地面積の減少が続くなか、園芸品目やブランド米、伝

統作物などの地域資源を活用し、中山間農業複合経営拠点を中心とした地域農業を支える

取り組みや、担い手の確保・育成に向けた取り組みがますます重要となっています。

また、畜産分野では、ブランド牛である土佐あかうしへの需要の高まりに応えるため、

牛の増頭や肥育成績の向上に向けた取り組みなどが進んでいます。

林業分野

県内でも有数の森林資源を有する地域であり、搬出間伐や皆伐によって原木生産を進め

ていますが、さらなる生産性の向上や労働強度の軽減を図るため、ＩＣＴ等を活用したス

マート林業の推進の取り組みも始まっています。また、地域おこし協力隊の任期を終えた

方が自伐林家として地域で活躍するなど、新たな担い手確保につながる成功事例も生まれ

ています。

商工業分野

大手建材メーカーの関連工場の建設や世界的な脱炭素の潮流に乗った木質チップの需要

拡大により、林業関係の事業者がけん引する形で、約 10 年前と比べると域内製造業の産出

額は大きく伸びています。一方、当地域における卸売・小売業は個人商店や家族経営によ

る小規模事業者を中心に成り立ってきましたが、その市場規模はライフスタイルの変化や

県外資本による大規模小売店舗の進出などにより、年々縮小しています。

そうした中でも、当地域においては、地元産の酒米にこだわった日本酒製造において、

新工場の整備等により生産性が向上し、輸出も順調に拡大しているほか、集落活動センタ

ーと連携して開発した清涼飲料水は、関東を中心に店舗を展開する高級スーパーマーケッ

トチェーンで取扱いが進んでいます。さらには、地域資源を活用したラー油などの加工品

づくりが始まるなど、食品関連産業では今後さらなる事業拡大が期待できる兆しもありま

す。

観光分野

嶺北の広域観光組織「(一社）土佐れいほく観光協議会」を軸に、嶺北４町村及び地域内

の観光関係者が連携を図り、さめうらレイクタウンやアウトドアヴィレッジもとやま等の

拠点施設を中心に、豊かな自然を生かした体験型の観光商品の開発、教育旅行の誘致等を

推進し、交流人口の拡大に取り組んでいます。



（２） 地域アクションプランの概要

当地域では、これまで取り組んできた事業の成果や課題を踏まえて、農林業の振興に向

けた生産・販路拡大及び担い手確保、地域の特産品を活用した加工品づくり、新たな交流

人口の拡大等、中山間地域の産業振興に取り組みます。

農業分野

ブランド米「土佐天空の郷」や地域で代々受け継がれてきた銀不老、碁石茶などの伝統

作物の生産拡大を図りながら、中山間農業複合経営拠点を中心に販路拡大・売上増に取り

組むとともに、直販所「本山さくら市」の売上増に向けた機能強化に取り組みます。

畜産分野では、地域ブランドである土佐あかうしや大川黒牛の生産拡大のほか、土佐は

ちきん地鶏の生産から加工・販売までの一貫した取り組みを進めます。

林業分野

豊富な森林資源の利用促進を進めるとともに、木質バイオマス発電施設による未利用材

の有効活用にも取り組みます。また、地域の豊かな山林とそこで培われた技術・人材を最

大限に生かして、地域おこし協力隊在任中に川上（林業）から川下（木材関連産業）にお

ける林業従事者に必要な基礎を学べる環境づくりを推進するとともに、小規模事業者（事

業体）の経営安定化に向けて、林業以外の木材加工や特用林産等、森林資源を活用した多

様な働き方への支援を強化し、新たな担い手育成の取り組みを進めます。

商工業分野

地元産酒米にこだわった日本酒の販路拡大については、生産設備の増強等により生産性

が向上するとともに、海外での販路拡大も順調に進み売上高も増加しています。今後は、

国内外における継続的な販路開拓とあわせて、地元産の酒米を大量かつ安定的に生産でき

る体制づくりを目指します。

シソ・ユズを活用した商品の販路拡大においては、関東・関西を中心とした大手小売業

との取引による売上増を目指すとともに、シソ原液を安定して生産できる体制の整備を進

めていきます。

また、どぶろく商品の磨き上げと新商品の開発を行い販路拡大を目指すとともに、隣接

する「杉の大杉」や「道の駅大杉」を含めた大杉エリア全体で、どぶろく振興による交流

人口の拡大を目指します。

あわせて、捕獲された有害鳥獣のジビエ肉を活用したペットフード商品の販路拡大を図

るとともに、宿泊事業とセットにした新たな事業展開にも取り組みます。

さらに、嶺北産の農産物等を、県外の中小規模飲食店等へ直接販売している事業者の法

人化及び事業規模の拡大に取り組むとともに、土佐町石原地域の観光資源や加工品、直販

所等を活用した地域全体で稼げる仕組みを構築するなど、地域における雇用の場を創出す

ることで、地域の担い手となる若者の定着につなげます。

観光分野

（一社）土佐れいほく観光協議会が中心となって、４町村及び地域内の観光関連事業者

と連携し、アウトドアヴィッレジもとやま、さめうらレイクタウン等の拠点施設を中心に、



豊かな自然を生かした、嶺北ならではの体験プログラムの磨き上げ、経済効果につながる

観光基盤の整備を進めていきます。あわせて、四国の真ん中に位置し、高知市や他府県か

らのアクセスの良さを生かした周遊観光の促進や、新たな教育旅行の誘致等、さらなる交

流人口の拡大に引き続き取り組みます。

また、大川村さめうら遊覧船事業において、魅力ある観光・交流メニューの造成や PR

強化に取り組むとともに、大豊町の 2 大観光施設である「ゆとりすとパークおおとよ」、「山

荘梶ヶ森」を核に、吉野川流域の見所ある観光資源を活用し、周遊観光の仕組みづくりに

取り組んでいきます。



（３）　具体的な取り組み

分
野
№

本
山
町

大
豊
町

土
佐
町

大
川
村

1 本山町のブランド米を核とした地域産業の活性化 ●

2 大豊町の伝統作物の地域産業化の推進 ●

3 土佐あかうしを活用した地域産業の活性化 ● ● ●

4 土佐はちきん地鶏・大川黒牛を核とした畜産業の活性化 ●

林 5 嶺北地域の林業・木材関連産業の担い手確保による地域活性化 ● ● ● ●

6 嶺北地域のシソ・ユズを活用した地域産業の活性化 ●

7 れいほく野菜等の特産品を活用したビジネスの活性化 ●

8 嶺北地域で140年続く酒蔵を核とした地域活性化 ●

9 ジビエを活用したローカルビジネスの推進 ●

10 どぶろくによる「杉の大杉」エリアの活性化 ●

11 嶺北地域における広域観光の振興 ● ● ● ●

12 アウトドアヴィレッジもとやまを核とした観光産業の振興 ●

13 ●

14 山岳観光を核とした観光産業の振興 ●

15 さめうら湖を核とした観光産業の振興 ●

他 16 土佐町石原地区の地域資源を活用した地域活性化 ●

項目

ゆとりすとパークおおとよ・山荘梶ヶ森を核に吉野川流域の観光資源を活用した周遊観光の仕組みづくり

農

商
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